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むつ市議会第１８４回定例会会議録 第３号

平成１７年６月３０日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第３号

◎諸般の報告

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）49番 澤 藤 一 雄 議員

（２）31番 德 誠 議員

（３）33番 半 田 義 秋 議員

（４）51番 目 時 睦 男 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時０６分 開議

〇議長（宮下順一郎） ただいまから本日の会議を

開きます。

ただいまの出席議員は57人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（宮下順一郎） 議事に入る前に諸般の報告

を行います。

昨日監査委員から、地方自治法第235条の２第

３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告があ

りました。なお、関係書類は事務局に保管してあ

りますので、ご閲覧願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（宮下順一郎） 本日の会議は議事日程第３

号により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（宮下順一郎） 日程第１ 一般質問を行い

ます。

質問の順序は、抽せんにより澤藤一雄議員、德

誠議員、半田義秋議員、目時睦男議員、横垣成年

議員、工孝夫議員、慶長德造議員、鎌田ちよ子

議員、濵田栄子議員、毛馬内光雄議員、石田勝弘

議員、中村正志議員、斉藤孝昭議員、大澤敬作議

員、村川壽司議員、坂井一利議員、東健而議員、

柴田峯生議員の順となっております。

本日は、澤藤一雄議員、德誠議員、半田義秋議

員、目時睦男議員の一般質問を行います。

◎澤藤一雄議員

〇議長（宮下順一郎） まず、澤藤一雄議員の登壇

を求めます。49番澤藤一雄議員。

（49番 澤藤一雄議員登壇）

〇49番（澤藤一雄） おはようございます。旧大畑

町選出の澤藤です。むつ市議会６月定例会に当た

り、３月の選挙で公約をいたしました自然環境の

保全再生と沿岸漁業の振興について質問させてい

ただきます。

、この３月14日に合併によって人口６万7,342人

面積863.78平方キロメートルの新むつ市が誕生い

たしました。合併に際して策定された新市まちづ

くり計画の中で、大畑地区に関しては、森林環境

ゾーンの整備方針では、多様性、柔軟性を持った

持続可能な循環型社会の構築を目指すと定義をさ

れています。また、環境ゾーンの整備方針では、

漁場環境の悪化や資源の減少に対応するため沿岸

漁場の整備を進め、沿岸海域の漁場生産力の向上

や水産資源をふやし、つくり育てる漁業、資源管

理型漁業を進めていきますとしています。旧大畑

町では、ＮＰＯなど市民グループが地域シンクタ

ンクとしてサステーナブル・コミュニティー、い

わゆる持続可能な循環型環境社会に関する調査研

究を進めてきました。その実践活動として、県行

政と連携した公共事業による自然環境の保全再生

に取り組んできました。平成９年からは、それま

で洪水対策が強調されたために、直線化や川石の

除去などで生物の少なくなった川に石組みを配置

して川に自然を取り戻す大畑川再生事業を提案し

て工事が行われ、後に県による全県での河川整備

の方針になっています。海では、県行政と地元住

民の橋渡しをＮＰＯが担い、海岸浸食からの防護

施設を自然石を用いたものにつくりかえるなど、

木野部海岸で環境の再生が県行政によって行われ

てきました。この自然石の消波施設は、行政にと
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っては防護施設ですが、地元住民からは磯として

海藻やウニ、アワビなど魚介類の採取が行われ、

漁業の対象として利用されています。

平成13年12月、県は青森県ふるさとの森と川と

海の保全及び創造に関する条例を制定しました。

これは、県が初めてパブリックコメント制度を採

用したものでありますが、この県の試みに対して

市民グループが、それまでに蓄積した実践に裏打

ちされた知見をもとに、自然環境の保全と再生に

ついてコメントしたことで、大畑川流域が保全地

域第１号に指定されたものであります。このよう

に自然環境の再生、創造が行われている川や海に

とって大きな問題となっているのは、雨が降るた

びに泥水が流れ出して、川も海岸も覆い尽くして

しまう山の問題であります。

平成14年に森林法が改正されて以来、森林の持

つ公益的機能を重視した森林経営に努めてまいり

ますと判で押したような答弁を聞きますが、旧大

畑町の面積235.59平方キロメートルの90％を占め

る211.4平方キロメートルの国有林では、ヒバや

ブナを伐採するために、網の目のように林道作業

道をつくり、ブルドーザーで丸太を運んでいるの

であります。これに追い打ちをかけるように、今

大間原発からの送電用の鉄塔建設のために工事用

。 、道路の建設が進められています この種の工事は

環境に配慮して、通常はヘリコプターで資財を運

搬する方法がとられるといいます。平成10年９月

の台風５号では、大畑町の二枚橋海岸に大型ダン

プ230台余りもの流木が流れ着き、定置網に数百

万円の被害が発生したのですが、補償はされませ

んでした。このときに、国有林に入って調査をし

た結果、林道、作業道が至るところで崩落して、

土砂や岩石とともに放置された切り株が、あるい

は風倒木などが川を通って海に流れ着いたことが

明らかになりました。泥水や流木は、程度の差こ

そあれ、日常的に発生しています。被害を受けて

いる定置網の漁業者やヤマメやニジマスの養殖業

者が被害の賠償と伐採方法を変えるよう要望して

も、相手にもされません。養殖の魚は、泥水が入

るとえらが腐って死ぬといいます。

大畑川における水深の比較調査では、昭和40年

代には深さが５メートルあったふちが平成14年の

調査では1.5メートルしかないことがわかりまし

た。国有林から流れた土砂で埋まっているからで

す。川の底は、岩盤でできていますが、岩盤も川

底にあった石も土砂で埋まっています。流れが急

で、土砂などあるはずもない源流域でも、河口近

くの下流域のように、砂れきで埋まっています。

サクラマスの陸封型で禁漁になっているスギノコ

の生息域も、ニホンザリガニ、トウホクサンショ

ウウオの生息域も土砂で埋まっています。このこ

、 、とは 石に付着して水生昆虫やアユを育てる珪藻

藍藻が育たないことを意味しており、川の生産能

。 、力が極端に落ち込んでいることになります 昔は

天然アユがたくさんとれた大畑川ですが、ここ

20年くらいは放流しても育たない状況が続いてい

ます。イワナやヤマメも同様であります。

海では、山から土砂が入ると、３日も４日も漁

ができなくなるといいます。魚が泥水を嫌って遠

く沖合に移動するためと考えられます。地元のウ

ニやアワビ漁師はまた、磯が泥をかぶると海藻が

腐るといいます。海藻が腐れば、ウニやアワビが

いなくなるのです。林道はまた、大畑川源流域を

含むすべての本支流に網の目のようにつくられ、

山菜やキノコを求めて域外からの多くの車が入山

し、どこまでも入り込んで山野草や禁漁のスギノ

コを含むありとあらゆるものが販売を目的に持ち

去られています。

かつて環境保護活動は、実生活や経済活動と対

立する甘ったれの活動と見られてきました。しか

し、豊かな環境を保全し、再生することが実は人

間が生きていく上で必要不可欠な生物資源をふや
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す根本なのであります。津軽海峡では、これから

県の魚であるヒラメがとれます。活魚として高値

で取引されますが、ヒラメはアジやイワシをえさ

にします。アジやイワシは、動物プランクトンを

えさにし、動物プランクトンは植物プランクトン

をと突き詰めていけば、すべて植物に突き当たる

のです。田んぼの米だって、農家の人が収穫をし

ますが、人間はイネが育ちやすいように手助けを

しているだけなのであります。根から水と養分を

吸い上げて光合成ででんぷんを生産しているのは

植物であるイネなのです。循環型環境社会の大原

則は、植物も動物も含めた命をふやすことなので

あります。森も川も海も植物が育たないと魚や動

物など人間が生きていくための食料が得られなく

なるのであります。

近年森は海の恋人と言われて、漁師による植樹

活動が報道されています。緑の大切さを理解して

いただくという教育的効果にはすばらしいものが

あります。しかし、大畑の大地は、農地の耕作を

放棄すれば二、三年で畑だったところにはアカマ

ツやハンノキが、水田だったところには柳が生え

て森に返っていくというすばらしい大地なので

す。林道をつくるために森林の表土を削って裸地

ができると、やはり二、三年でヒバやブナ、アカ

シデなどの樹木が芽を出します。しかし、林道も

作業道も傾斜がきついために、雨が降ると道路の

、 。上を水が走って土が削られ 泥水が流れるのです

集中豪雨では、それで道路が崩れて土石流が発生

しているのです。

林野庁のホームページでは、森林・林業基本法

制定の背景として、森林に対する国民の要請は、

木材生産機能から水源涵養、国土や自然環境の保

全、地球温暖化の防止、レクリエーションや教育

の場としての利用等多面にわたる機能の発揮へと

多様化しており、これにこたえていけるよう将来

にわたって適正に森林の整備と保全を行うことが

求められていますと書いてあります。さらには、

森林は下草や落ち葉などで地面が覆われ、土壌が

守られているため、土壌の侵食、流出を抑制しま

す。荒廃地では、ヘクタール当たり年間307トン

の土砂が流出するのに対し、良好な森林ではわず

かに２トン、荒廃地の150分の１の土砂しか流さ

ないという調査報告がありますとも書いてありま

す。さらに、山地災害の多発と森林の整備、保全

では、我が国の森林は急峻な地形と脆弱な地質、

集中豪雨に見舞われやすい気象等山地災害や森林

災害が発生しやすい条件下にあるので、災害を未

然に防止し、安全で安心できる災害に強い森林づ

くりを一層推進していくとしています。

大畑川流域には、現在林野庁が設置した治山ダ

ムなどの砂防施設が70カ所を超えています。伐採

のために山を削って土石流を発生させたうえに、

次々と治山ダムを建設し、国土を守る治山ダムと

看板を掲げているのであります。その治山ダムで

は、落ち葉などの有機物が堆積して腐り、どぶ臭

いにおいを発散して水は黒褐色に偏食し、水質の

。 、悪化を招いているのであります 何のことはない

手つかずの自然と形容される山奥にどぶができて

いるのであります。この二、三年は、１年に３基

も４基も流木どめのスリットダムがつくられてい

ます。しかし、平成10年９月の台風５号の洪水で

は、ダムに一定の量のごみがたまるとダムを乗り

越えて流木が海に出ることが確認されています。

治山ダムでは、通常は砂が満タンに堆積して安定

していますが、洪水のときは堆積していた土砂が

洪水とともに下流に流れて、むしろ洪水流のボリ

ュームを大きくし、被害を大きくする可能性があ

ります。これら林野庁の治山施設は、伐採の経費

とは別に国民の税金で賄われます。治山事業の予

算から支出されているのであります。

私がこういう話をしますと、山は削ってもいい

が、泥は流すなと現場の皆さんにしわ寄せが行き
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ます。しかし、これらの問題は、森林管理署の職

員や伐採業者、伐採現場で働く方々の責任ではあ

。 、 。りません 私は 木を切ることに反対はしません

もっと伐採に経費をかけて、山肌を削らない方法

で伐採をし、漁業者の皆さんと共存できること、

切った丸太は地元の製材所に払い下げるなど、地

元の産業や経済に貢献する国有林に生まれ変わる

べきだと言っているのであります。そんなに経費

、 、をかけると 市場経済で外材との競争があるから

高くてブナもヒバも売れないという議論がありま

す。それなら、初めから国が生産する木材は競争

できないのです。なぜなら、自然に成長した木を

伐採するのに山を壊しながら林道や治山ダムを別

予算でつくらなければならないからです。山を壊

さなければダムをつくらなくてもいいのです。ダ

ムをつくる予算を伐採の経費に充てればいいので

す。

和歌山県や四国では、山が急峻であるという事

情から、架線集材が採用されています。下北の山

も最初は傾斜の小さい切りやすいところから伐採

したために、今では急斜面に林道を開削して伐採

が行われているのであります。どうして青森県や

下北半島では、林野庁のすばらしい方針が正しく

適用されないのでありましょう。原子力半島と言

われるように、政治も経済も貧困で、金のために

危ないものを欲しがるから、多くの核関連施設が

立地しているのではないですか。だから林野庁も

国有林で、だれに遠慮することなく思うようにや

ってもいいのだと、ばかにしているのではないで

すか。

大畑営林署当時、平成６年度からの５年間と比

較して、平成11年度からの５年間のブナの伐採量

。 、を2.5倍とする計画がありました 切ったブナは

秋田県などに家具の材料として搬出されるとのこ

とでした。白神山地などで切れなくなった分を下

北の山で生産しているのです。なぜ生産を上げて

いる下北の山が壊されて、収益も上げない保全地

域が大切にされているのですか。

燧岳のすそ野、佐藤ケ平国有林に広大なチシマ

ザサの群落が広がっています。昭和53年当時、ブ

ナ林を伐採したところ、林床に生えていたササの

勢力が強くなって、自然の状態ではブナ林が再生

できなくなったところに借地をしていた県肉用牛

開発公社が平成12年、平成13年度に20.8ヘクター

ルの植林をしました。市民グループの長年にわた

る働きかけの結果とはいえ、失われた環境を再生

するという意味ですばらしいことであります。国

有林では、戦後の拡大造林で植林された杉の人工

林が手入れもされずに山狩り状態になって密生し

ていたり、樹齢50年くらいのヒバが人も入り込め

ないくらい密生して成長が阻害されている状況が

あります。大畑漁協に登録されている漁船は、現

、 、在５トン以上が69隻 ５トン未満が346隻ですが

５トン未満の小型船が沿岸で年間を通じて漁をし

ています。冬から春にかけては、ウニ、アワビ、

タコ、サクラマス、メバルなど、春から秋までは

カレイ、イカ、ヤリイカ、ヒラメ、サケなどを定

置網や一本釣り、刺し網、かご等々、いろいろな

漁法で漁をします。１年じゅう尻屋崎まで出かけ

て漁をする若くて体力のある方、中には四、五万

円の年金収入を補うために前沖で細々と漁をする

方も多くなっています。

どの産業、どの業種を見ても落ち込んで元気が

ない、この日本一経済の落ち込んだ下北、企業誘

致など望むべくもない。大畑地区は、合併効果と

高齢化でさらに落ち込んでいる。こうした状況の

中で、いかに生活を維持していくか、沿岸漁業に

頼るしかないのです。沿岸漁業は、究極のセーフ

ティーネットなのであります。市長は、３月定例

会で第１次産業からは税収が上がらないとの趣旨

の発言をされました。市長は、だれのために行政

運営をしているのですか。役所の財政のためです
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か。それとも、一部業界のためですか。まず、市

民の最低限の生活を維持することが何よりも優先

されるべき課題であります。市長には、食糧生産

をなりわいとし、大畑漁協に登録する346隻もの

沿岸漁業従事の皆さんがいかに泥水や流木問題で

営業に不利益をこうむっているか、あの渓流釣り

のメッカと言われた大畑川がいかに惨憺たる状況

にあるか、正しく現状を把握し、翻って国有林を

治外法権として看過するのでなく、地域の貴重な

資源としてとらえ直し、荒れた杉の人工林は伐採

してヒバやブナを植林する、密集して成長がとま

、 。っているヒバ林は 除伐や間伐をして成長を促す

ブル集材から架線集材に切りかえて、年度ごとに

伐採区域を定めて収穫する輪伐方式を採用するこ

とによって、持続可能な森林経営を提案すべきで

あります。

手入れの行き届かない国有林に新規に植林や除

伐や間伐、沢筋の流木の回収など手を加え、荒れ

た山の森林を整備育成することで森林伐採に従事

する人たちの安全、安心と安定した雇用が確保さ

れ、拡大していくのであります。こうしたことを

国や県に提案もし、要望もしていくという戦略的

な姿勢が求められます。国有林の面積は592.48平

方キロと新むつ市の面積の68.6％にもなるので

す。山が変われば下北半島は変わるのです。いつ

までも林野庁に私たち下北の山を任せておくので

はなく、地方が自らの資源として管理することを

主張し、全国の自治体と連携していくべきであり

ます。このことが、壊され続ける森と川と海の自

然生態系を再生し、生物多様性が確保される、そ

れが漁業資源の増大、ひいては沿岸漁業の振興に

大きく寄与するものと確信するものです。

１、地域住民や市民グループとの連携を進めて

いく、２、引き続いて県事業に環境の保全再生を

求めていく、３、国有林への対応は山を壊さない

方法への転換と森林の整備を求めていく、４、他

の自治体と連携して国有林の地方移管を求めてい

く、以上４点について市長の率直な答弁を求めて

壇上からの質問を終わります。ご清聴ありがとう

ございました。

（ 議長、議事進行」の声あり）「

〇議長（宮下順一郎） ７番。

（７番 村中徹也議員登壇）

〇７番（村中徹也） 議事進行を申し述べます。

ただいま澤藤議員の発言の中で、むつ下北は経

済も政治も貧困でというフレーズがございまし

た。この政治も貧困でと、さも聞きようによって

は、むつ下北の首長及び議員及び議会を愚弄する

ものであるという感触を受けました。自らの力の

なさ、そしてそれを議員全体として政治が貧困だ

とおっしゃりたいのはわかりますが、言葉の行き

過ぎだと私は感じました。よって、議長には前後

のフレーズを確認のうえ、後日処理をするよう議

事進行を申し述べます。

以上です。

〇議長（宮下順一郎） ただいま７番村中徹也議員

から、ただいまの澤藤議員の発言の中に不適切な

表現があるというふうなことの議事進行でござい

ました。議長といたしましては、後刻議会運営委

員会を開催し、その発言の内容等を精査のうえ、

議長として措置させていただきますので、よろし

くお願いをいたします。

市長。

（杉山 肅市長登壇）

〇市長（杉山 肅） 澤藤議員のご質問にお答えい

たします。

ご質問の趣旨は、最後に述べられた四つのお尋

ねだろうと、そう存じます。地域住民や市民グル

ープとの連携を深める、引き続いて県事業に環境

の保全再生を求めていく、国有林への対応は、山

を壊さない方法への転換と森林の整備を求めてい

く、他の自治体とともに国有林の開放を訴える、
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こういうことに要約されると存じます。今のご質

問の大前提が国有林野特別会計にあるということ

は十分ご承知のうえでの質問だろうと思います。

国有林野特別会計の赤字は、極めて膨大なもので

ありまして、林野庁はこの赤字を解消することを

まず第１テーマにしているというふうに私は受け

取っておりまして、このことについてはまことに

遺憾であると感じております。

その国有林野特別会計以外の事業が、例えば森

林組合等を通じてさまざまな作業に展開されてい

る。その展開の仕方が山を守るという目的から大

きく離れている。そして、恋人を殺して、その恋

人というのは、山は海の恋人という意味の恋人で

あります、恋人を殺してその恋人だと思っている

方もさんざんいじめているという現象を生んでい

るという、そういう論理であろうと受けとめまし

た。私は、地域住民や市民グループとの連携を深

めるということは、このような活動が広く地域住

民を初め県民、国民に認知されていくということ

が必要であろうと、そう存じます。大畑で行われ

ておりますＮＰＯまでいかないでしょうけれど

も、住民運動が非常に熱心に継続的に行われてき

ているということに敬意をあらわすところであり

ますが、それがまだまだ認知されておらぬ。この

地域住民の運動の根本になっているのが緑の羽根

運動の基金であります。これは、旧むつ市では一

般的な募金しか行われておりませんが、大畑の場

合は各戸に呼びかける、あるいは各団体に呼びか

けるといったような深い運動を展開しながら進め

られてきて、緑の羽根で集められたお金は40％が

地元還元されるという、そういう制度を活用して

いるということでありますけれども、その運動を

広める、認知してもらう、そしてそれをさらに幅

広い展開をしていくというような活動の源泉にし

ていくということが何よりも必要ではないだろう

かと、そう思うところでございます。地域住民や

市民グループとの連携を深めるというのは、その

ような思いを込めてお話になっているのかなと私

は伺いました。

また、県事業に環境の保全再生を求めていく、

これは県の事業は主として民有林を対象として行

っている。先ほど申し上げましたように、我が地

域の山林は、国有林が占める面積が大きいわけで

ありますから、国有林を守り育てる運動と並行し

て民有林をいかにして活性化していくかという運

動にもまた連動させなければならぬという意味で

はおっしゃることの意味がよく理解できるのであ

りますが、今森林組合等は財政的にひどく厳しい

状況に追い込まれているということは既に十分ご

理解だと思いますので、あえてそのあたりは繰り

返しませんが、県は県として地域の民有林の活動

をさらに積極的にしていく必要があるだろうと、

そう考えるところであります。

３番目のお尋ねは、国有林への対応は山を壊さ

ない方法への転換と森林の整備を求めている、ま

た他の自治体と共同してそのようなことを進めろ

というお尋ね、お尋ねというよりも、多分これは

澤藤議員のご意見だろうと、そう私は受けとめた

のでありますが、ほかの地域よりも下北の国有林

が粗末にされているではないかという考え方は、

私もある程度理解をいたしておるところでござい

ます。これは、すべからく住民運動の展開の仕方

がそれぞれの地域地域のものであったということ

にもいささか原因があるのではないかと思います

が、私も本来はおやじの跡を継いで製材所をやっ

ていました。製材所をつぶしました。とても原木

が高くて製品が安いという状況の中で、製材所の

経営が不自由になりましたので、つぶしました。

まだそのような時期は、それで国有林はある程度

維持できたのであります。しかし、今や製材所が

下北郡で何カ所あるのでしょう。私は、大体一番

先に自分の会社をつぶしたのではないかと思って
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いますが、今や製材所の経営を維持できないでど

んどん減っている。あの大畑で製材所は何カ所あ

るのでしょう。２カ所ですか。かつては、大畑の

町じゅう製材所があったという時期がございま

す。また、先進的な技術を使って木材に付加価値

をつけ加えて出荷するという、そういう事業を営

んでおった木材加工業者もおりました。そういう

大きな業績を上げた会社もその経営を維持できな

いという状況になってしまっておる。この中で、

私から申し上げられる、あるいは答えにならない

けれども、申し上げなければならないことは、国

有林の経営の基幹になっております特別会計、こ

れを根本的に変えていく必要がある。それをする

ためには、県の力もかりなければなりませんし、

単に市町村が一緒になって活動するということ、

これは運動のスタートとしてそういう行動は起こ

さなければならないと思いますが、そのような運

動もなかなか今起きにくい状況になっておる。私

の３月の発言をとらえられまして、１次産業から

税金が上がらないと言っておったと、こう指摘さ

れましたけれども、それは発言のごく一部でござ

いまして、それがすべてを象徴している言葉では

ないということは十分おわかりのうえ引用された

ことだと思っております。

そのような非常に運動として展開しにくいもの

、 。であるし 国有林の特別会計を別枠にしてしまう

これは、郵政改正よりももっと先に行わなければ

ならない、改正というよりも改善であったろうと

私は思うのでありますが、そのようなことを少し

時遅しとは言わざるを得ませんけれども、今下北

から声を上げていこうという澤藤議員のご発言に

は大いに賛同し、ともに行動していきたいという

願いを申し上げて答弁にさせていただきます。

〇議長（宮下順一郎） 49番。

〇49番（澤藤一雄） １番、２番の市長のご答弁に

対して、そしてまた３番、４番のご答弁に対して

若干申し述べさせていただきます。

私の申し上げているのは、地域住民の中に、も

う既にＮＰＯがあって、自らシンクタンクを任じ

ているという組織があります。そして、これらが

県の川づくり、海づくりを誘導しているといいま

すか、そういう役回りを、あるいは住民と県の工

事担当の方とワークショップあるいは懇話会をた

びたび開いて、どういう公共施設がその地域住民

に歓迎されるのか、求められているのか、こうい

うことについて随分研究もし、橋渡しをするとい

う役回りをしているわけです。末端の行政であり

ます市町村の担当以上にいろいろ研究しているわ

けですから、あるいは県の皆さんよりも深い知見

を有している部分もあります。これは、中央の大

学の関係者等々常に大畑をテーマにした、あるい

は生態系をテーマにした研究を続けているという

状況がありますので、そういう意味での地域住民

との連携というようなことを申し上げているので

あります。

それから、国有林のこの特別会計の問題につき

ましても、市長は今非常に行動を起こしにくいテ

ーマではあるけれども、郵政民営化よりももっと

先に取り組むべき問題であるというようなご認識

に対しましてはまことにありがたく、敬意を表す

るものであります。市という末端の行政でありま

すので、当然県行政と連携をとりながら、そのう

えで全国の都道府県とも連携をとりながら、ぜひ

とも地方への移管、これも含めて、山がこれ以上

壊される、そのことが山だけにとどまらないとい

うような実情をよくよく訴えて、こうした行動を

ぜひともむつ市から起こしていただきたい、この

ように要望して回答を求めます。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） ＮＰＯの活動を私先ほど多少

過小評価したようでございまして、その点はおわ

びをいたします。しかし、それが県のレベルまで
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は動かせるのです。国のレベルになると、なかな

か厚い壁があって、そこまで行ってはね返される

ということが多い。郵政改革というのは、小泉内

閣の最大のテーマでありますけれども、そのテー

マが取り上げる順序として正しかったのかどうか

ということです。

私は、かつて林野庁長官と話をして、育林を無

視した国有林経営はないだろうということを申し

上げたことがございます。育林というのは、すべ

てを包括するはずであります。ダムをつくること

も林道をつくることも、それらはすべて育林の阻

。 、害にならないようにしなければならない ダムは

特にアメリカではダムを壊すという運動が始まっ

ている。それは、山につくられたダムでも同じこ

となのでありまして、ダムは常に一定の年限が過

ぎると、勝手にその目的外の活動をしてしまうと

いうものでありますから、そういうことも含めて

育林をいかにするかが本来国の事業としてやって

きた国有林、これは国有林はかつては国の財政を

維持するための藩が持っていた森林をすべて国有

林に組み込んでしまったという歴史を持っている

わけですが、今度は金にならないから借金をちゃ

んと払えというだけにしてしまったという発想の

貧困さをあらわすものでしかない、こう私は勝手

でありますが、思っております。ですから、ＮＰ

Ｏの活動、これは非常に大事な活動をなさってお

りますが、どうやって広がりを持つか、それはや

はり市町村と連携を深める必要があるでしょう。

下北の市町村議会の議員さんが林活の議員連盟

をつくっていらっしゃる。私は、この活動もさら

に活発にしていただきたいと日ごろ思っているも

のでございますし、また市町村長との連携も深め

てもらいたいという思いも持っているところでご

ざいます。現在市町村合併が進みまして、市の数

が少しふえました。しかし、市に属している国民

の比率は４分の３であります。市が連携を深める

ことによって森林を持っている市がほぼ３分の２

でありますから、全国市長会等でもこのような運

動はあるようですが、余り活発ではない。そこに

我々の立場から刺激を加えていくということも必

要であろうと、そう思っております。

山は海の恋人であるならば、恋人を元気にする

のは海の仕事だと北海道の運動がございますけれ

ども、それだけでは十分ではないでしょう。自治

体が挙げてその活性化、そして真の恋人らしい姿

に変わってもらうようにＮＰＯという運動から枠

を広げ広げて国を動かすということにしていける

ならば、これにまさることはないだろうと考えて

おることを申し上げて答えにさせていただきたい

と思います。

〇議長（宮下順一郎） 49番。

〇49番（澤藤一雄） まず、県との対応、そして市

民グループとの対応ということについて申します

と、やはり地元をよく知っているＮＰＯと市の担

当の皆さんと、まずいろんな意見交換をする、そ

して協力して県にどういう公共事業、公共工事を

求めていくのか、あるいは公共工事をやる場合に

どういうことに配慮をして、それらの工事を県に

やっていただくのかということのすり合わせをぜ

、 。ひやっていただきたい これが一つでございます

そして、国有林の特会の問題ですが、これは当

然国有林のない市町村もあるでしょう。これはよ

くわかります。ですから、これも先ほど申したよ

うに、青森県とよくよく、あるいは県内の自治体

ととりあえずよくその実情について意見交換をす

るなり、そして県として国に要求、要望していく

というようなことが必要だろうと思いますので、

その辺のことについてご答弁をいただきます。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） 現在の知事の県政運営の基本

になっている方針が攻めの第１次産業で、森林の

場合は第１次産業以前に多くのもののプロテクタ
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ーであり、育成者である、こういう考え方から私

どもは受けとめなければならないと思います。ご

提言をよく受けとめまして、これからの行政運営

に生かしていきたいと考えます。

〇議長（宮下順一郎） これで、澤藤一雄議員の質

問を終わります。

11時10分まで暫時休憩いたします。

午前１０時５３分 休憩

午前１１時１０分 再開

〇議長（宮下順一郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎ 誠議員德

〇議長（宮下順一郎） 次は、德誠議員の登壇を求

めます。31番德誠議員。

（31番 德 誠議員登壇）

〇31番（德 誠） むつ市議会第184回定例会に

当たり、新たにむつ市民となられた方々の立場か

ら、３点について手短に質問いたします。

まず、１点目といたしまして、市長の祝辞につ

いてであります。４月７日の小・中学校入学式要

項に、市長のお祝いの言葉が掲載されていなかっ

たのに非常に寂しさを感じました。特にことしの

場合は、３月14日は新しいむつ市が誕生すること

から、３月13日以前にほとんどの小・中学校の卒

業式が挙行され、それぞれの旧町村長としての最

後のお祝いの言葉が卒業式要項に掲載されていま

した。合併後20日程度過ぎての入学式となったこ

とから、何かの手違いがあったのではないかと考

えられますけれども、今後はこれらの入学式並び

に卒業式のそれぞれの要項に市長のお祝いの言葉

を掲載すべきと思うが、市長のご見解を賜りたい

と思います。

次に、むつ市消防団の定期観閲式についてお伺

いいたします。新しいむつ市が誕生して初めての

観閲式が５月８日に田名部地区で開催されました

が、旧町村民の方々は、毎年各地で行われていた

観閲式をことしは見ることができなかったこと

、 。 、に これまた一抹の寂しさを感じています 私は

隔年での川内、大畑及び脇野沢地区での持ち回り

開催をすべきと考えていますが、市長のご見解を

賜りたいと思います。

最後になりますが、公共事業についてお尋ねい

たします。去る５月６日に旧川内町、大畑町、脇

野沢村の商工会長から要望書が提出されておりま

す。これと関連をして、新しいむつ市誕生前は特

殊な事業を除き、旧行政区域での公共事業は旧行

政区域の関係事業者に発注されてきましたが、最

近の不況と相まって公共事業も著しく少なく、旧

行政区域の業者は倒産あるいは倒産寸前の状況と

伺っております。このような実情を幾らかでも解

消するために、旧行政区域における公共事業につ

いてはそれぞれの区域の関係事業者に発注すべき

、 。と思いますが 市長の見解を伺いたいと思います

市長の誠意あるご答弁を期待をしながら、壇上

からの私の質問といたします。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

（杉山 肅市長登壇）

〇市長（杉山 肅） 德議員のご質問にお答えいた

します。

議員ご承知のとおり、入学式や卒業式について

、 、 、は 学校行事の中の儀式的行事として 各小学校

中学校で実施しております。そのねらいは、学校

生活の有意義な変化や折り目をつけ、厳粛で清新

な気分を味わい、新しい生活の展開への動機づけ

となるような活動であるということであります。

児童・生徒が相互に励まし合い、祝い合って喜び

をともにし、決意も新たに新しい生活への希望や

意欲を持てるような動機づけを行い、学校や社会

への所属感を深めるとともに、厳粛な機会を通じ
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て集団の場における規律、気品のある態度を育て

ることも大切であろうかと思います。

希望に燃える児童・生徒を励ます意味でも、む

つ市内の小・中学校へ赴いて、入学式などで祝辞

を述べればいいのでありますが、市町村合併に伴

い、管下の学校数が32校にふえ、対応は困難な状

況となっております。議員ご提案のとおり、今後

入学式要項に市長メッセージという形ですべての

学校に掲載していただき、児童・生徒の学校生活

に夢と希望を抱ければと切に願っておりますの

で、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

次に、むつ市消防団観閲式についてのご質問で

あります。消防団の年間行事等については、合併

協定書において、新市において調定することとさ

れていたことから、合併協定調印後に４市町村の

防災担当者が３回の会議を開いて協議するととも

に、消防団長を交えて合同会議を開催し、協議を

しております。この中で消防団の観閲式について

は合同で開催すること、また消防団出初め式につ

いては簡素化を図りながら、それぞれの地区で個

別に開催することを決定しております。これを踏

まえて、去る５月８日に新市初めての観閲式を消

防本部前で消防団員1,123名中717名の参加と来賓

223名の出席をいただいて盛大に開催したところ

であります。

平成18年度以降の観閲式の取り扱いについて

は、いまだ協議検討の段階にありますが、観閲式

の開催に当たっては、合併前に４市町村がそれぞ

れ実施した観閲式と比較し、参加人員が大幅にふ

えること、また参加のための団員の移動が長距離

にわたることなどを考慮し、参加する団員が受け

持つ地域の防災対策、会場の問題、そして広域的

な移動に伴うさまざまな課題を克服したうえで考

慮されなければなりません。したがいまして、平

成18年度以降の観閲式のあり方については、今後

消防団長会議、消防団幹部会議等において協議検

討させていただきたいと存じますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、当面旧町村区域の当該事業については、

当該区域の関係事業者に発注されないかとのご質

問にお答えいたします。これまで公共工事に対す

る住民の信頼及び請負業者の育成を念頭に置き、

工事の発注に当たってはむつ市契約規則など法令

に基づき特殊技術、機械または設備等を必要とす

る工事で、特定の業者と契約を締結しなければ所

期の目的を達することができない特別な工事を除

き、地元業者の指名を最優先に入札等を行ってき

。 、ているところであります 新市発足後においては

工事施工場所の地域性を考慮し、指名競争入札の

執行にあっては、５人以上の入札者を指名するこ

とを原則としていることから、むつ市請負工事等

業者指名審査会においてランクづけしている土木

一式工事、建築一式舗装工事を直近上位または下

位の等級に属する有資格者をも指名できることと

し、さらに法令の規定に基づく随意契約を活用す

るなど、地元企業の受注機会の確保を図るための

措置を講じております。

また、物品の調達につきましては、各分庁舎に

おいては１件が５万円、小・中学校においては

10万円を超えないものについては各分庁舎で調達

できる運用としておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（宮下順一郎） 31番。

〇31番（德 誠） １点目の祝辞等については、

市長も今後はそのような方向で努力すると、こう

いうことでございますので、何とかそのようにお

願いをしたいと思います。

２点目の観閲式の関係でございますけれども、

平成17年度については、既にもう実施されました

ので、平成18年度についてはまだこれからだとい

うことでございますが、それぞれ各分庁舎、例え
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ば川内の消防分署あるいは大畑、そしてまた脇野

、 、沢と 分署等の関係者あるいは各地区の消防団長

いろいろな形で今後も合同会議も開催されると思

いますけれども、私も１回目の質問で言いました

のは、新しいむつ市民になったら、１年に１回の

、 、消防行事 あの勇壮な姿が見られなくて残念だと

こういったことが地域から聞かれるわけでありま

す。したがって、今回の場合はそれぞれ川内、大

畑、脇野沢の消防団関係については、代表分団が

参加されたというふうに伺っておりますけれど

も、もし仮に田名部以外でやるとすれば、むつ市

の本部はこれでいくにしても、むつ市消防団も代

表分団でできるのではないかなと、このように思

っているわけであります。したがって、旧来の市

町村の場合は、川内、大畑、脇野沢、それぞれの

消防団で開催をし、そのために市長もかなりご多

忙であっただろうとは思いますけれども、今はこ

の辺では４カ所で順番にやるとしても、市長は年

に１回行けばいいわけです、４カ所に行かなくて

も。そういった意味では、新しい市民の勇気づけ

のためにも、４地区で持ち回りでやっていただき

たい。

さらには、市長が観閲者であるわけですから、

市長として各地区でやるように消防団で検討して

いただけないかと、こういった方向で、消防団や

分署に任せるのではなくて、市長が観閲者として

やはり全市民にあの消防団の勇壮な姿を見せたい

という思いでそのような方向で検討していただき

たいなと、こう思います。

次に、３番目の公共事業の関係でございます。

市長の答弁ですと、ランクづけをして、それぞれ

の地域でやっていますけれども、今何せ景気がこ

のような低迷をしている状況の中で、例えば新む

つ市管内のどこかで公共事業があったと。そうな

ると、いろいろ業者間での競い合う、そうするこ

とによって、体力のある業者、ない業者、それに

よってはさまざまなことが発生すると思うので

す。せっかくそこの旧行政区域での公共事業があ

ったにもかかわらず、よその方の旧行政区域での

、 、業者が入札をしたと こういったことがあっては

何のための合併だったのかということもいろいろ

聞かれますので、その辺の考え方、もう一度市長

のご意見をお伺いしたいと思います。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） 消防団の定期観閲式について

は、今消防団業務の委託を受けているのは、一部

事務組合下北地域広域行政事務組合の消防本部に

なっております。団長あるいは幹部会議の中でた

だいまのようなご意見があったということをご披

露し、会議の中でご検討いただくということにさ

せていただきたいと存じます。

次に、公共事業の問題でありますが、非常に残

念なことには、今発注高が非常に低いレベルにな

っております。特に合併してこられた旧町村部に

おいては、目玉はありますが、恒常的な工事の発

注の計画が極めて低くなっておる。あわせて県の

工事も同じような状況になっているということで

ございまして、胸痛む思いをいたしたおります。

その中で合併してきたから、工事がなくなったと

、 、いうことになっては これは地域経済にとっても

あるいはそれぞれの業者の皆さんにとりましても

大変な痛手になるわけでございます。ですから、

業者間でどういうことが起こるのか、ここまでは

我々は踏み込むことはできませんが、そういうこ

とが起きないようにと。ランクの上、下と申し上

げましたのは、旧むつ市内にはランクを守って発

注していればこれまではよかったのであります。

ただ、合併してこられた旧町村の業者の方々にと

、 、りましては ランクの上の人も入ってもいいよと

ランクの下の人も入ってもらいましょうと、こう

いう配慮をして、指名をしたいと考えているとこ

ろでございます。これらのシステムを地域の業者



- 67 -

の方々が十分ご判断なさって受注されるようにし

ていただきたいと思います。市の発注する工事に

ついては、そのように運べるような段取りや工夫

を凝らして、既に行ったものもございますけれど

も、これからも行っていくつもりでございますの

で、德議員のご発言の趣意に沿うものと考えてお

るということでご理解を願いたいと思います。

〇議長（宮下順一郎） これで德誠議員の質問を終

わります。

昼食のため午後１時まで暫時休憩いたします。

午前１１時２９分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（宮下順一郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（宮下順一郎） この際、会議録署名議員を

追加指名いたします。

63番久保田昌司議員を指名いたします。

◎半田義秋議員

〇議長（宮下順一郎） 次は、半田義秋議員の登壇

を求めます。33番半田義秋議員。

（33番 半田義秋議員登壇）

〇33番（半田義秋） むつ市議会第184回定例会に

臨み、三つの項目に分けて質問いたします。

、 。まず最初に 観光問題について質問いたします

我が国の経済は、都市部の方では景気回復の兆し

が見られるものの、ここ青森県では依然として厳

しい状況を脱しておりません。その中において本

県の観光客数は、平成14年12月１日の東北新幹線

青森県乗り入れや、それに関連して実施した各種

誘客アフターキャンペーンによる効果で県外客が

大幅にふえ 平成15年度においては全体で4,830万、

人、前年比何と400万人の増でありました。観光

消費額についても全体で1,848億円、前年比200億

円の伸びとなり、東北各県に比べ一番の伸びを見

、 。せ 宮城県を追い越す日もそう遠くはありません

しかしながら、ここむつ下北地方では、残念なこ

とに平成15年には30万人ほど観光客がふえました

が、平成16年度には逆に25万人の減となり、もと

に戻ってしまいました。それはなぜか。いろいろ

理由はありましょうが、主なものとして、観光道

路網の整備、宿泊施設の少なさ、それと観光産業

の希薄さなどが大きな原因と思われます。秘境と

言われる手のつかない自然の美しさに恵まれてい

る下北、この下北半島がこれからの観光の拠点と

見られ、県やＪＲ東日本では、それに力を注ぐと

言われております。だが、肝心の受け入れる側の

体制が整っていないと、それも絵そらごとになっ

てしまいます。

また、観光はむつ市ばかりではなく、下北が一

つという考えで臨まなければ当然いけないと思い

ます。観光は、自然や風景の美しさ、景勝地ばか

りではだめなのです。そこで、必要になってくる

のが産業観光です。産業観光とは、食べる施設、

遊ぶ施設、見る施設、それとショッピングができ

る施設であり、これらと自然の美しさ、景勝地と

相伴って初めて下北の観光が生きてくると思うの

です。

そこで、市長にお尋ねします。一つとして、産

業観光について市の取り組みやその方策、二つ目

として観光と地域の産業との結びつきに対する市

長の見解、三つ目として、観光客の入り込み数の

前年度の実績と平成17年度の目標、以上をお願い

いたします。

次の質問に入ります。一部事務組合下北医療セ

ンターについて伺います。昭和46年、下北地方の

各自治体病院の医師確保のため、一部事務組合と
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して下北医療センターが県の認可をもらって設立

されましたが、実態はどうかと申しますと、各自

治体でおのおの医師の確保に奔走したと言っても

過言ではありません。医療センターの本来の目的

が意味をなさなくなり、逆にそれが足かせとなっ

。 、ているのが実情であります 今４市町村が合併し

むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村の５

自治体が加入しておりますが、北通り３町村が今

合併の道を模索しております。それが合併となる

と３自治体、そして東通村が原発等で村に力がで

きると一部事務組合から脱退する可能性も否定で

きません。そうなると、果たして医療センターの

存在意味があるのか疑問を感じるところでありま

すが、市長の見解をお聞かせください。

最後の質問に入らせていただきます。市長は、

３月臨時会の一般施政方針の中で、協調の気持ち

を忘れずに努力を積み重ねていけば、おのずと市

民の心の融和に結びついていく、だから新市発足

初年度は「理解と協調」をキーワードとして市政

の運営に当たるのだと申されました。私も同感で

あります。同じやませが吹く下北の住民同士とは

いえ、長年の歴史の中で文化や伝統、精神風土が

それぞれ培われてまいりました。それが合併によ

って同じ箱に入ったわけであります。それぞれの

異なった形の人々が新しい地域社会を形成しよう

とするとき、当然お互いの「理解と協調」が求め

られるわけでありまして、これが心の融和に結び

つくものと思われます。市長、合併してから３カ

月以上たちました。まだたったの３カ月だとお思

いでしょうが、この３カ月の間に市民から何一つ

合併してよかったという声が聞こえてまいりませ

ん。市民の心の融和 「理解と協調」を得るため、

に今まで何をしてきたのか、また今後どのような

具体案をお持ちなのかお聞かせください。

以上、第１回目の質問といたします。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

（杉山 肅市長登壇）

〇市長（杉山 肅） 半田議員のご質問にお答えい

たします。

下北全体の産業としての観光の施策についての

ご質問でありますが、観光事業については、私が

会長を務めております横浜町と下北５市町村及び

民間関連５団体で構成する下北観光協議会を組織

して一体的な事業を展開しているところでありま

す。下北全体の観光素材の豊かさは、観光地が点

在していることから、交通アクセスや設備につい

ては多少おくれぎみではあるものの、ほかの観光

地に決して劣るものではないと考えております。

産業としての観光は、交通機関、宿泊施設、お土

産品販売業者、飲食店関係だけにとどまらず、第

１次産業から第３次産業まで幅広い経済的効果が

ある重要な産業として認識しており、地域経済振

興の一翼を担う産業と考えております。今後にお

きましても、行政と関連する商工観光団体とさら

に連携を深め、産業への効率的な事業展開をして

まいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

ご質問の２点目、地域の第１次産業と観光のか

かわりをどのように考えているかということでご

ざいますが、国勢調査の産業分類別の就業者数で

見てみますと、全事業に占める第１次産業の割合

につきましては、むつ地区では917人で構成比

3.9％、川内地区では440人で構成比18.2％、大畑

地区では455人で構成比11％、脇野沢地区では

195人で構成比16.1％となっております。第１次

産業は、農業、林業、漁業と国の根幹をなす生業

と認識しており、ホタテ、ヒバ製品はもちろんの

、 、 、 、 、 、こと イカ 海峡サーモン カニ ナマコ 大根

タラ、レタス、クロソイ、イノシシ肉などを新し

いむつ市の特産品として全国に発信していこうと

考えております。

ご質問の３点目でありますが、平成16年の下北

全体の日帰り観光客を含めた入り込み数は約
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252万人となっており、平成17年の見込みにつき

ましては大きく減少することはないと考えており

ます。いずれにしても、観光行政においては下北

半島全体で事業を展開していく必要があり、誠心

誠意努力してまいりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

次に、一部事務組合下北医療センターについて

のご質問にお答えいたします。最近新聞等で県内

の自治体病院における医師不足が報道されており

ますが、当下北地域も例外ではなく、非常に深刻

な問題であり、医師不足の解消は喫緊の課題であ

ります。現在のところ下北医療センターは、医師

確保対策や病院間の医師の連携を推進するための

組織としての役割を担っております。したがいま

して、構成市町村のうち４市町村が合併し、３町

村が合併協議会を設置したからといって、現状で

は下北医療センターの存在意義がなくなるという

ものではなく、また一部事務組合の解散には、そ

の設置と同様に関係市町村の議会の議決が必要で

ありますので、下北医療センターの果たすべき役

割がもはやなくなったとの認識のもと、すべての

構成市町村間で解散の合意形成が調うまでは存続

するものと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、施政方針の中で市民の心の融和と「理解

と協調」をキーワードに示しましたが、その具体

策は何かとのお尋ねであります。３月の議会にお

いても、複数の議員から同様のご質問をいただき

ましたが、それぞれ異なる歴史と文化と風土を持

つ四つの市町村が一つになるのでありますから、

まずお互いにそのことを尊重し、理解し合うこと

が必要であろうとの思いを申し述べさせていただ

きました。さらに、協調という言葉をつけ加えま

したのは、日々の市政運営で直接市民の方と接す

る機会の多い職員が旧市町村職員の意識を払拭し

て、文字どおり協調して新市民に丁寧に、公平に

接していただきたいという思いを込めた言葉であ

ることも申し上げました。その考えは、もちろん

いささかも変わるものではありませんし、これか

らも新市の歩みを刻んでいくうえで基本に据えら

れるべき言葉であると思っております。職員同士

の理解と協調は、相当進んでいるようであります

ので、現在は私を含めた市の三役が旧町村の会議

や催し物に出席して、直接お話をお伺いする機会

を多く設けておりますし、今後もそうした努力は

続けていかなければならないと思っております。

一般市民の交流につきましては、半田議員も所

属しておられます商工業団体や農林水産業団体な

ど各種団体及び学校を同じくしたことを通じて、

旧知の間柄にある方もたくさんおられると思いま

すので、そうしたつながりがきっかけとなって交

流の輪が広がっていってくれればという思いも持

っております。市といたしましても、スポーツ大

会や各種行事等で一緒に運動し、活動する機会を

提供していきたいと考えておりますので、ご理解

とご協力を賜りますようお願いいたします。

〇議長（宮下順一郎） 33番。

〇33番（半田義秋） 市長の観光に対するご意見を

今伺いました。それで、市長、私の私見ですけれ

ども、少し述べさせていただきます。

下北の観光バスの乗り入れは、私の友人が三八

五観光にいますけれども、弘南バスとともにふえ

ているのだと、それだけ下北の観光は年々ふえて

いるそうです。だけれども、残念ながら日帰り客

が多いのだそうです。それはなぜかというと、大

勢泊まれる宿泊地がないと。それで、下北を見学

して古牧とかまかどへ泊まるのだということでし

た。これは、まことに残念だと言わざるを得ませ

ん。なぜかというと、とにかく旅行客が見るだけ

ではだめなのです。泊まっていただいて、初めて

その観光地が潤うのであって、そうすると第１次

産業である市長が先ほど言われました農産物とか
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海産物、魚介類がさばけ、またお土産用として木

工品、陶芸、民芸品などの第２次産業も当然栄え

るわけであります。しかしながら、これは卵が先

か鶏が先かということですけれども、ホテル業界

は下北に観光の設備が整うと当然観光客はふえる

と予想するわけですから、ホテルも建てるでしょ

う。そうなると、大きなホテルが建つと、そこに

は雇用の場が生まれます。当然30人、40人の雇用

の場が生まれるのです。そうすると、１次産業の

農産物、魚介類もそこで消費されて下北の産業が

、 。 、当然栄えると 私はそう思っています 新幹線が

延長となれば、もうあと四、五年で青森市まで来

ます。下北半島縦貫道路を待っていられないとい

う客が船で下北へ来る可能性だって高いのです。

これは、現に昨年度、そういうルートで国土交通

省の方から私たちに打診があって、私も商工会の

会長をやった関係上、意見交換会に出席してまい

りました。

それで、私が市長に言いたいのは、観光産業と

しての拠点、今ここに産業会館、通称来さまい館

ですか、これ今できますよね。市長、今後この利

用方はどのようになさるのか、それをひとつお知

らせください。

、 、それから 第２点は道路網の整備ですけれども

先ほど点々としていると、景勝地があちこちにあ

るから大変だと。それでも、道路が整備さえされ

ればそんなに、お客は方々見ながら、どうせ観光

に、旅行に来ているのですから、時間をかけてゆ

っくりと下北を一周なり半周なりするのです。そ

うすると、その道路、それはどこが一番肝心かと

いうと下北一周道路です。海峡ライン、もちろん

かもしかラインもそうです。それから、国道

338号、国道279号、この道路の拡幅整備、これが

やっぱり必要だと思います。それから、半周道路

として恐山から湯野川に抜けるあすなろライン、

この整備拡幅も私は必要ではないかと思います。

これには当然お金がかかるのですから、どうか舗

装拡幅を県、国に強く働きかけ、一日も早い実現

を願いたいものだと、そう思っております。

それから、第２点の下北医療センターについて

。 、再質問します この一部事務組合があるがために

私は下北医療センター議会の議員でもありますけ

れども、いろいろとここでその協議がされないと

いう大変本当に残念なものがあります。それで、

それをとってしまった場合は、市民病院として再

度むつ総合病院をスタートさせることができるの

ですよね。そうなると、川内、大畑、脇野沢を分

、 。 、院として 医師の派遣がスムーズにいくと また

今はむつ総合病院から川内病院、大畑病院へ医者

が行くとなると代務診療手当、これは４時間で３

万幾らだそうですけれども、それらも必要がなく

なるのです。それから、今下北医療センターの職

員が５人おりますけれども、その給与等の経費も

削減となります。これは、単なる経費削減でまだ

まだ大きな問題があると思いますけれども、現に

経費削減でもそのくらいになるのです。それに市

長、今現にむつ総合病院の事務所内に、先ほど市

長は医師間のスムーズな派遣があるがために下北

医療センターが必要なのだと言われましたけれど

も、むつ総合病院の事務所の中に地域連携室があ

るのですよね。これはなぜかというと、その医師

の連携をスムーズにやるための連携室だそうでご

ざいます。下北医療センターがあるにもかかわら

ず、そういうのはやっぱり必要なのでしょうか。

、 。そこには ３人の職員が配置されているそうです

これについてもひとつお聞かせください。

最後の心の融和について質問します。私は、こ

の前県の合併推進室に行ってまいりました。そう

して聞いたところは、心の融和策には具体案はな

いのだと、それぞれの自治体に任せていると、そ

う言われました。そこで、これはやっぱり各自治

体に任せるということですから、当然我がむつ市
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でもそれに沿った対策を見なければならないわけ

ですけれども、市長、もう我々の年代、50、60歳

の人間は、到底今さらむつ市民と、心底そう思う

のはちょっと無理なのです。だから、若年層や女

性の方に融和の心を呼びかけていただきたいと。

そうすれば、今の若い人は、私はむつ市にすぐな

じむと思います。我々は、ちょっと年いくからな

じめないけれども。それで、地域の伝統ある文化

や祭典には、行政としても支援、協力を本当にお

願いしたいと思います。

また、先ほど德議員の消防観閲式の持ち回りも

私は市民の心の融和の一つの方策だと思います。

というのは、むつの消防団、大畑の消防団が、我

が川内へ行ったり脇野沢に行ったり、そうして見

れるのですから。私は、これも一つの、ああ、我

々もむつ市民になったのだなという考えを持って

くれると思います。ひとつその方もまたお考えく

ださい。再質問の答弁をお願いします。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） まず、下北に入り込んでこら

れるお客様たちが、なぜバスで来てバスで帰って

しまうか。これは、単に宿泊施設の問題ではない

だろうと思います。夜の時間の過ごし方が退屈で

あるということ。それが証拠には、下風呂温泉の

場合、お客様が大体全ホテルが満員になるくらい

入っている。下風呂のホテルの料理はいい、同時

にボリュームも大きい、こういう評判が観光エー

ジェントを通じてではなくて、お客様同士の口コ

ミでそういうことが広がっていると思うのです。

今旧むつ市内だけ見ますと、それなりの本来シテ

ィーホテルと言うべきホテルがビジネスホテル並

みの料金で泊まれるのです。ここはお客さん入っ

ています。しかし、同時に原子力関係の仕事をす

るためにむつ市においでになっている方々が、占

領しているという言い方がいいのかもわかりませ

んが、そのために観光客の方々がそういう整った

ホテルをなかなか使いにくいという事情もあるわ

けです。

バス１台というと50人です。この50人のお客様

が泊まれるようなレベルの例えば民宿であります

とか、プチホテルみたいなものがいっぱいあるの

ですが、そこまでは観光エージェントに周知され

ていないというような事情もあるようでありま

す。これは、旧むつ市内のことを申し上げました

が、合併してこられたまちにもそれぞれ特徴のあ

る宿泊施設があるわけでございます。特に大畑で

すと薬研にございますホテルなどは、かなりな収

容力を持っておりまして、ここにもたくさんお客

さんがおいでになっている。いわば早いもの勝ち

みたいな形で部屋を確保していらっしゃる。薬研

の場合は、個室ではない部分が多いのです。畳敷

きで昔の温泉宿をホテル風にしたというのが多い

のです。ですから、日帰りのお客さんが多いとい

うことの要素は、隣近所にも立派なホテルがあっ

て、そっちの夜の過ごし方が楽しくできるような

仕掛けも持っているということにもあるのではな

いでしょうか。これは、行政が相談あるいは協議

会を開いてよく申し上げておるのでありますけれ

ども、なかなかそういうふうな形にはいかない。

あくまでも民間の資本でやっていただかなければ

ならない仕事です。ただ、例えば大間であります

とか脇野沢地区などには幾つかの施設があります

が、欠点もある。脇野沢は、この前初めて拝見い

たしましたけれども、カメムシが出る。川内もそ

ういう状況はございます。こういう気がつかない

でいる部分がお客様に嫌われていることもあるわ

。 、 、けです ですから 一概にバスで来てバスで帰る

日帰り客が中心だという言い方を、確かにこれは

我々の胸に一番苦く響く内容でございますが、そ

ういうあたりに目配り、心配りをして対策を講じ

ていくこともまたこれから必要な手法であろう

と、そう思っております。
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県内の古い観光地と新しくできた観光地、例え

ば十和田湖の場合は、古くから伝統のあるところ

でございまして、新しく進出した新しい型のホテ

ルもございますけれども、昔からある宿屋さんが

頑張っていらっしゃる。確かに旧十和田湖町の場

合は、道の駅などという非常に楽しいものをつく

っております。私どもが申請しても、なかなか道

の駅をつくれない。旧川内町は、まちの駅という

のをおつくりになって、そういう……

（ いや、道の駅もあります」の声「

あり）

〇市長（杉山 肅） 私の目につくのはまちの駅の

方でございまして、失礼しました。そんなものが

結構お客様の魅力になる。結構邪魔なものでもあ

るのです。よその県に行ったり県南の方へ行きま

すと、地場でつくられた畑作物などは結構魅力的

です。ところが、道の駅の中に入ってしまうと、

そんなに魅力的でないのです。そばを食おうと思

って入っても、食欲が出てこないようなものが多

い。こういうようなことを学習していく必要があ

るのです、どういうものが必要なのかということ

。 、については 鰺ケ沢の場合はスキーと水泳という

プリンスホテルの経営政策にのっとってやって見

。 。事に成功しています 閉めない施設になりました

コクドの問題がそんなに大きく影響しなかったと

いうホテルになっていく。それだけお客様がつい

ているということでしょう。こういうようなこと

をこれからの観光を発展させるための研究するテ

ーマとして掲げていく必要があると思います。東

、「 、 」京や北海道へ行って お客様 おいでください

と言っても、自分たちが地域に持っている施設が

魅力的でないということをどうもまだ気がついて

いない部分があるのではないかという思いがござ

います。

それから、半島一周の道路を早くつくれと、こ

うおっしゃっておりますが、今国土交通省の政策

は、新しい道路をつくり延ばすよりも道路の質を

上げることが大事だと。我々が今現在使っている

道路は、延長はそれなりに大分前から保障されて

いますが、質はかなり悪い。この点を改善するよ

うに、国土交通省は目的税である油にかかる税金

をいかにして国土交通省が確保するかということ

に非常に大きな努力を割いています。私も去年か

ら国道の建設のためのメンバーに加えられまし

た。これは、入りたいと望んで入るものではなく

て、おまえ、入ってこいということで声をかけら

れました。こういうことを活用して、道路の質の

レベルアップ、何よりも細いところを曲がりくね

って走る道路のかわりのものをつくるということ

が今大事なことだろうという考えを持っておりま

す。

一部事務組合下北医療センター、議会での議論

ということは、これは今さら私から申し上げるま

でもないと思いますが、事務組合には議会がござ

います。これは、その他の自治体ということでご

ざいまして、その他の自治体にある議会でござい

ますから、そちらで議論すべきものを別の自治体

の議会で検討するということは、これは差し控え

るべき問題であるということで私はこれまで皆様

方に申し上げてまいりました。でありますから、

原則を破るということは進めにくいことであると

いうことをご理解願いたいと思います。

次に、むつ総合病院は今地域の診療所、病院を

、 、支援するための活動がようやくここに来て 昨年

一昨年あたりからできるようになってきました。

これは、特に医者の数、頭数をそろえるというこ

とだけではなくて、診療ができない診療科目に支

援するということも含めて進めているわけでござ

いまして、そういうことについて何とかこたえる

ことができるようになってきました。

この一部事務組合は、基本的には医師確保のた

めにつくられた事務組合でございますが、ご指摘
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のとおり、医師確保にはほとんど役に立ってこな

かった。でありますけれども、それぞれのこの事

務組合に加盟している自治体の長の方々を初めと

する皆様方がご努力をして、どうやらもちこたえ

てきた。今むつ総合病院が多少なりともできるよ

うになったということが事務組合のいささかの進

歩であろうと、そう思っております。

それから、地域連携室というのは、ことしの４

月１日からスタートした役割でございまして、こ

れは今申し上げたようなことも進めますし、同時

にまた医師確保のための運動もやる。ここであえ

て申し上げておかなければならないのは、臨床研

修指定病院、法律が改正されてスタートして２年

。 、目でございます 来年が３年目になるわけですが

３年目になって、この臨床研修指定病院が、まず

一定の役割の第一歩を終えるということになりま

す。今現在弘前大学には医局制度がなくなってお

りまして、教授が自分の診療科で教えた生徒を自

分の手元に置くということがかなり難しくなって

いる。弘前大学附属病院の、ここも当然一番大き

な臨床研修指定病院でありますけれども、弘前大

学を卒業した学生が特に教授の命を受けて、基本

的にはそういう言葉は使われないのですが、自分

の意思で来ることになっていますけれども、実質

的には教授と相談をしたうえで県内各地の病院に

散らばっております。むつ総合病院の研修医とし

て来られている方も、大体年間の半分ですけれど

も、来ております。そういう方々が弘大に帰る、

そういう方がこれから成長していくという今状況

がスタートし始めたところです。ですから、今後

かつてのように弘前大学からお医者さんを派遣し

てもらえるような時代があと５年ぐらいすればで

きるかもしれません。そのための一歩を歩み出し

ているというふうにご理解をいただきたいと思う

のです。そういうことも視野に入れながら地域連

携室というのをつくっているわけでございますの

で、非常に多様な内容を仕事にしております。こ

こに行っている室長がナンバーツー。ナンバーツ

ーが合併準備室でナンバースリーやっていた人間

でございますので、地域の方々の顔も知っていま

すし、心も大体わかっているようでございますか

ら、これから機能してくるのではないかと、そう

考えておるところでございます。

合併の実を上げるためにどうするのだというお

尋ねであろうと私は理解をしておりますけれど

も、若い方々、ご婦人が今一番協調をしやすいだ

ろうと、こういうお話でございましたが、若い方

々、やっぱり帰属意識を持っています。キゾクと

いうのは、その土地に属しているという帰属であ

りますが、かなりの方がこちらに来て楽しみを持

っていると思うのでありますが、しかしやはり川

内地区の出身だ、大畑地区の出身だという気持ち

はきちんと残しておられると私は想像をします。

こういう方々が本当の意味の、本当はむつ市の人

間なのだよというふうに思っていただけるような

状況をつくり出すことが私どもの協調という言葉

の意味ではないかと思います。

実は、私の家内も10年ほど前まで婦人会に属し

ておりました。むつ地区連合婦人会副会長という

のをやっておりましたけれども、現在まだそれぞ

れの合併してきた旧町村の婦人会は、それぞれ連

合婦人会と名乗って存在しております。大きなむ

つ市連合婦人会というのにはまだ変身をいたして

おりません。そういう中で、団体の組織はともか

くとして、心を早く一つにしてもらえればありが

たいなと、そう思っておるところでございます。

それから、先ほど消防団のことについてお答え

をいたしましたが、団長会議、幹部会議にこうい

うご議論があったということをお伝えするという

ことによって、皆様方の考え方に多少影響を与え

ることができるのではないかと、そのことがまた

翻ってそれぞれの川内地区、大畑地区、脇野沢地
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区に、ではおれのところでも観閲式やれるように

してほしいなという気持ちとないまぜになって、

来年度から実施できる可能性を持たせたいと、そ

う考えております。

来さまい館、まず経緯を申し上げますと、あれ

は電源三法交付金でつくりました。大分前に計画

を承認していただいたものでありますので、これ

は後ほど私の口から申し上げると多少間違ったこ

とを申し上げる可能性がありますから、まだ私は

図面の段階でしか見ていないものですから、その

中身については経済部長からなりと、ごらんいた

だくことにしたいと思います。

観光物産館もそうでございますけれども、観光

協議会の一つの中心的な建造物にしたいという思

いでつくっておりまして、その機能を物販、観光

案内にとどまらず、もう少し展示物をふやして、

あるいはイベントもできるようなものにしていこ

うということで、ここでもまた交流の場を広げて

いきたいという願いも持っているところでありま

すので、後ほどごらんいただいてご理解を深めて

いただければと、そう存じます。

〇議長（宮下順一郎） 33番。

〇33番（半田義秋） あと時間が15分ですので、急

いで質問をさせていただきます。

市長は、下北は宿泊できるところはしているの

だけれども、ほとんどは宿泊できないと申されま

した。私は、下北は一周するとなると、到底日帰

りは無理なのです。みんな佐井村から帰ってしま

うのです。もう川内、脇野沢には全然来ないので

す。なぜかというと、一つの大きな問題は、佐井

村のあそこのかもしかライン来るところが非常に

狭くて大型バスが通れない、それが一つのネック

になっていました。それで、私は旧川内町議会の

ときも前町長に質問したわけですけれども、これ

はやっぱりお互いに佐井村と連携して、あそこの

道路を広げて観光バスが一日も早く通れるように

願いたいものだと思っています。

それで、市長は、道路はもうこれからは延ばす

のではなくてグレードアップするのだということ

でしたけれども、あそこの海峡ラインは、あれは

もう国道に昇格しておりますので、市長の言うこ

とを聞くと、あれはもっとやっぱり舗装してグレ

ードアップしてしかりだと、私はそう思っていま

す。そうなると、やっぱり下北は一日では観光で

きないのだと、そうすると当然宿泊地が必要にな

ります。そうすると、ホテル業者は、何とそろば

ん高いもので、お客が来れば大きいホテルの一つ

や二つは建てるのです。ただ、そうとなると、市

側も来やすいような環境づくりは私は必要だと、

そう思っております。ましてや大きなホテルが一

つ、二つ建てば、そこに先ほども申したように、

雇用の場が生まれるし、第１次産品が消費される

と。すごく下北の産業の活性化になるのではない

、 。 、 、かと 私はそう思っております 下北では 薬研

恐山、仏ケ浦という立派な景勝地がございます。

、 、私も仕事柄日本全国とは言わないけれども 東北

関東方面は20年間歩いてまいりました。下北ほど

自然に恵まれたところはございません。どうかこ

の恵まれた下北を利用して、これが産業の一つの

活性剤になれば私はいいと思っております。

それから、下北医療センター、地域連携室の役

割は医者の確保と、それから病院間のスムーズな

連携であるのだというと、私は先ほど申しました

とおり、下北医療センターの利用価値が全くなく

なるのではないかと。逆に足かせになるのです。

市長がさっき答弁を拒否なさいましたが、私は当

然そうなるかなと予想はしておりました。こうい

うむつ市の議会では、どうもそれが足かせになっ

て我々が質問できなくなってしまうのです。幸い

私は下北医療センター議会の議員ですので、下北

医療センター議会でまた質問いたしますけれど

も、ほかの残った五十何人の議員さんは、下北医
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療センターのことについて、それから下北地域広

域行政事務組合のことについてはもう質問できな

、 、いのだという これは非常に私は残念なことだと

そう思っております。何しろ金額的に何百億円と

いう予算をむつ市の議会が審議できないというこ

とは、非常にそら恐ろしいことだと、私はそう思

っております。

それから、最後の心の融和ですけれども、市長

は心を砕いて脇野沢の花見に行ったり、大畑のサ

ーモン祭に行ったりしているのは私はわかりま

す。私は、それはそれでいいと思っています。た

だ、職員間の融和はさもあらん、やっぱり問題は

市民の融和なのですよね。市民の協調、これが市

長、私は一番大切だと思っているのです。職員間

だとか、我々がどこに行ったとかという議員間の

交流というより、やっぱり一番のあれは市民間の

心の融和、私はそう思っております。もしこれに

対して市長がご答弁くださるなら願いたいと思い

ます。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） ご質問は、新しく市民になっ

た方々がお互いの心を通わせるというポイント一

つだと伺いました。明治22年、大畑は明治23年、

それぞれ村の合併によって誕生しています 100年。

かかって町民である、村民であるという気持ちは

醸成されました。しかし、100年前の村の時代の

気持ちは、まだ残っています。旧むつ市は、46年

前に合併しました。それぞれみんな私どもはむつ

市民だと言っていますが、私はこのまちの一番南

の方に住んでいますが、そこに住んでいる人たち

は 「これからむつに行く」と言うのです、街に、

出てくることを 「それ、間違いだよ」と 「お。 、

れは、ここに住んでて、むつ市長やってんだよ」

と言うのだけれども、なかなか心が解け合うとい

うことは、言うはやすく形があらわれるのは非常

に難しいことだと思っております。特に私はいつ

、 。 、も申し上げるのでありますが 祭りです これは

同じような祭りをやっているようで違うのだと、

こう言う。祭りが一番人の心を小さいころから、

ここの祭りはおれの祭りだというふうに思わせる

効果がある。ですから、形のうえでの融和はつく

れると思いますが、それ以上心の中にずかずかと

土足で踏み込むようなことはなかなかできないで

しょう。どうかひとつ心から願うところでありま

すが、むつ市民だという思いを早く持っていただ

いて、しかしここに伝わってきた風習などは大事

にしていくのだぞという思いを大切にしていただ

けるような、そういう形が早くできるように期待

を申し上げているところであります。

〇議長（宮下順一郎） 33番。

〇33番（半田義秋） 最後にします。

市長、朝のＮＨＫの連続ドラマの「ファイト」

というのがあります。その中に、だれにもできな

いことは、だれも助けてくれないのだと。市長職

というのは孤独なものだと、私はそう思っていま

す。でも、市長、新生「むつ丸」は６万7,000人

の今乗員がいるのです。どうかひとつ難破させな

いように、市長、よろしくお願い申し上げて質問

を終わります。

〇議長（宮下順一郎） これで、半田義秋議員の質

問を終わります。

２時まで暫時休憩いたします。

午後 １時５１分 休憩

午後 ２時００分 再開

〇議長（宮下順一郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎目時睦男議員

〇議長（宮下順一郎） 次は、目時睦男議員の登壇

を求めます。51番目時睦男議員。
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（51番 目時睦男議員登壇）

〇51番（目時睦男） 大畑会派の目時睦男でござい

ます。むつ市議会第184回定例会に当たり一般質

問をさせていただきます。市長並びに理事者の誠

意あるご答弁をお願いいたします。

新むつ市は、平成14年５月８日にむつ下北地域

市町村合併共同研究会が設置されて以降、８市町

村でのむつ下北合併協議会を設置し、協議を進め

、 、 、てきたところでありますが 途中横浜町 大間町

風間浦村、佐井村が合併協議会から離脱し、平成

16年６月29日にむつ・川内・大畑・脇野沢合併協

議会を設置し、協議会９回、小委員会６回の開催

を経てむつ市への編入合併として３月14日に新む

つ市が誕生し、今日に至っておりますが、この間

旧大畑町においては合併問題に起因する住民直接

請求による議会解散の是非を問う住民投票の結果

を受け、町議会議員の出直し選挙が施行され、私

はこの選挙に新人として立候補し、多くの町民の

方々のご支持をいただき、合併後は新生むつ市議

会議員の一員として末席を汚しておりますが、６

万7,000市民が住んでよかったと思えるようなま

ちづくりに浅学非才の身でありますが、市長、理

事者、職員の皆様初め議員の皆様方からのご指導

を得ながら一生懸命頑張る所存でありますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、質問に入らせていただきますが、何

せ初めての一般質問でありますので、意図する内

容が的確に伝わらない点もあろうかと思います

が、よろしくお願いし、質問に入らせていただき

ます。

最初の質問は、行政運営についてお伺いいたし

ます。質問の第１点は、旧大畑町が合併に至る経

過の中で住民アンケート調査を実施し、回収率

41.4％でありましたが 「合併する必要がある」、

が42.3％に達し 合併する必要がない が38.8％、「 」

。 、でありました 合併する必要がない理由としては

「 、 」、中心部だけが発展し 周辺部が取り残される

「住民の暮らしに密着した現大畑町が必要 「住」、

、 」、民負担の増加 福祉や介護の行政サービス低下

「役所が遠くなり不便」などという理由が代表的

でありましたが、行政の主人公は住民であること

からして、当然これら住民の意見を率直に受けと

め、市民が合併してよかったと思える行政運営が

求められるのではないでしょうか。

、 、そこでお伺いいたしますが 新むつ市が発足し

３カ月を経過した今日、合併協定締結内容にある

住民福祉向上、一体性の確保、負担公平、健全な

財政運営、行政改革推進などについてどのような

施策を持って実施しているのか、今後の課題とし

ているとすれば、どのような所信をお持ちなのか

お伺いいたします。

質問の第２点は、従来の役場機能を維持するた

め、川内、大畑、脇野沢の旧役場庁舎を分庁舎と

して地域課題への一体的対応や効果的、効率的行

政運営のため、内部の連携、調整を図り、本庁機

能を補完するために組織の再編を行い、分庁舎所

長を置き、行政運営事務を行っているところであ

りますが、分庁舎所長の権限、権能、指揮命令系

統などがどのようになっているのか、また本庁と

分庁舎の役割任務をどのようにして住民負担の軽

減に努めているのか、また実施過程の中での課題

があればお示し願いたいと思います。

質問の第３点は、総合窓口制度導入についてで

あります。本庁舎あるいは分庁舎に住民の方々が

おいでになるのは年に数回しかない実態からも、

役所の機構をよく理解しているとは限りませんの

で、その要件ならばどの窓口に行くとよいかなど

はわからないのが実態であろうと思います。結果

として、市役所に行ったらたらい回しにされたと

いうことで、市役所に対して不信、不満を持って

帰宅したとの声をよく耳にします。考えてみます

と、主人公である住民の方が市役所に来たのに、
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職員がいすに座っていて主人公のおいでを待つと

いうのはおかしな話であります。真に住民が主人

公であるならば、主人のいるところに職員が出向

くのが当然のことであります。

北海道上士幌町では、住民サービスの向上を図

るため、担当職員が窓口に出向く総合窓口制度を

導入したそうであります。来訪者は、役場１階の

町民課カウンターに設置した総合窓口で要件を話

すと、担当職員に取り次ぐので、担当課まで行く

手間がなくなり、また昼休み時間の開庁も行って

おるそうであります。財政が厳しくなり、住民の

理解と協力を求めるためには、小規模経営者が顧

客の確保に努力しているように、行政もそれなり

に努力するのは当然のことであります。こういっ

た総合窓口の導入は、条例、規定などの改正も要

しないので、あすにでも導入できる制度でありま

すが、その実施について市長はいかがお考えか所

信をお伺いいたします。

質問の第４点は、市の行政全般について、市民

の意見や提案を募集する問題について質問いたし

ます。住民を代表するのが議会でありますが、我

々議員は住民が何を望み、何を望まないか、常に

住民意思を把握し、尊重するように努めなければ

ならないと思っておりますが、それは容易なこと

ではありません。また、住民も行政に対して立派

な意見を持っていても、議員や機関に対して物を

申すということは、またそれを期待することも至

難であります。では、どうすればよいか、住民が

意見を話しやすい、提案しやすい環境を整えるこ

とであろうと思います。

埼玉県伊奈町では、まちづくりに対する意見を

募集するために、全戸に配布している広報紙に折

り込み式で料金受取人払いのはがきを試みとして

行ったそうであります。幅広く町民から意見やア

、 、イデアを寄せてもらい 町政に反映していくとし

今後も定期的にはがきをつけていくことも検討し

ているようであります。こうした方法は、１回で

完結するということではないので、年に３回か４

回ははがきをつけることが必要ではないかと思い

ます。財源を要するわけでなく、事務量を増加す

ることでもないので、早々に実施すべきと考えま

すが、市長はいかがお考えか所信をお伺いいたし

ます。

次に、市道及び私道の整備についてお伺いいた

します。第１点は、市道整備の問題であります。

市道は、毎年計画的に舗装及び改良が実施され、

環境基盤の整備が進められつつあることは喜ばし

いことであります。しかし、昭和14年12月６日開

通以来、長年地域住民の足として、その役目を果

たしてきた国鉄大畑線が国鉄民営化以降、下北交

通に移管、存続されてきましたが、平成13年３月

末をもって赤字を理由に、残念でありましたが、

廃止され、それ以降バス路線に切りかえし、地域

住民の唯一の公共交通機関として努力していただ

いているのでありますが、鉄道路線廃止以降、旧

むつ市、旧大畑町が市道、旧町道の有効的整備促

進の観点から、廃止路線敷地にかかわる改良整備

を進めてきていると思いますが、市道の要改良整

備路線箇所の整備進捗状況と旧大畑線廃止跡地に

かかわる市道要改良整備路線箇所の整備進捗状況

と今後の計画についてお示し願いたいと思いま

す。

第２点は、私道の整備問題であります。市道に

接している住民については、逐年整備が進められ

ておりますので、ここ一、二年は無理としても、

三、四年後には整備されるのだという希望が持て

ますが、しかし私道に接している住民、あるいは

私道を利用しなければならない住民には全く将来

展望が持てない実情であります。しかも、他の市

町村も同様でありましょうが、宅地の造成により

私道が増加しつつある現状にあります。同じ住民

であり、同じ税金を負担しながら、一方は快適な
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生活環境に恵まれているといった行政サービスの

不均衡の問題もありますので、建築基準法第42条

で定めております幅員４メーター以上を有する私

道については早急に市道に認定すべきであると考

えますが、この点についてのお考えをお伺いいた

します。

最後に、旧大畑町の学校給食などの運営につい

て質問いたします。旧大畑町は、昭和51年10月よ

り町立小・中学校の学校給食業務を開始し、その

業務を民間委託契約により実施してまいりました

が、履行途中に受託業者に従業員の解雇問題が発

生し、この問題が住民訴訟による損害賠償請求事

件へと発展しましたが、一方でこの業務を直営実

行とするか、民間実行とするかの自治体労使での

交渉が続けられましたが、合意に達せられないこ

、 、とから 県地方労働委員会にあっせんが申請され

その中で県地方労働委員会から示されたあっせん

内容を双方が受諾し、財団法人大畑町教育振興会

を設立させ、以降の学校給食業務を中心とした業

務をこの財団法人大畑町教育振興会に委託させる

ことで合意に達し、議会の承認を得て、昭和62年

４月からは、この財団法人に業務委託をし、今日

に至っているのでありますが、市当局は当時労使

で確認された内容及び議会で提案、承認された内

容を承知していると認識しておりますが、いかが

でしょうか。また、その内容は現在も効力を有し

、 。ていると思いますが ご見解をお伺いいたします

以上、市長及び理事者のご答弁が明快かつ前向

きなものであることを期待申し上げ、壇上からの

質問を終わらせていただきます。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

（杉山 肅市長登壇）

〇市長（杉山 肅） 目時議員のご質問にお答えい

たします。

ご質問の第１点目は、新むつ市が発足して３カ

月を経過した今日、合併協定締結内容にある住民

福祉向上、一体性の確保、負担公平、健全な財政

運営、行政改革推進等についてどのような施策を

持って実施しているのか、今後の課題としている

とすればどのような所信をお持ちなのかというお

尋ねでございます。

本年度の予算編成に当たっては、まず「理解と

協調」を旨とし、合併時の基本認識、あるいは協

定項目の議論を尊重しながら積み上げたものであ

り、各庁舎の組織や職員配置につきましても最大

限に尊重したものであります。一体性の確保や負

担公平という点につきましては、市民への急激な

変化を避けるという点で速やかにとはいきません

し、おのおのが今まで綿々と築いてまいりました

文化と伝統も尊重されなければなりません。おの

おのの四つのカラーが、やがて新しい一つのカラ

ーとなるまでは、ある程度の時間的経過は必要と

認識いたしております。

また、それぞれの台所事情の苦しい団体同士が

一緒になったわけでありますから、ここ何年かは

厳しい財政運営を覚悟しなければなりません。今

年度中に新たな財政再建プログラム及び新行政改

革大綱と集中改革プランを策定し、市民だれもが

このまちに誇りを持ち、合併してよかったと実感

できるよう新生むつ市のまちづくりに邁進する所

、 。存でありますので ご理解を賜りたいと存じます

ご質問の第２点目、分庁舎所長の権限、権能、

指揮命令系統等はどうなっているかについて、ま

た本庁舎と分庁舎の役割分担はどのようにして住

民負担の軽減に努めているかとのお尋ねでありま

すが、分庁舎の所長は分庁舎の代表として、本庁

とのパイプ役として、また課長級の服務規程等の

決裁権及び各課の専決代決規程の承認等がありま

す。各課長には、本庁と同じく課長級の共通専決

権が与えられております。各課は、本庁の部に縦

割りにつながっておりますので、部長級以上の決

、 。裁時は 所長の合議を経ることとなっております
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分庁舎の役割については、地域住民のサービス

が合併後においても低下しないことが基本であり

ますので、新組織機構及び職員の配置についても

十分配慮いたしました。分庁舎における市民の住

民負担の軽減の一例につきましては、各種データ

などが本庁に集約され、インフラの整備及び基幹

ネットが構築されたことに伴い、４地区の市民が

どの庁舎からでも各種証明書等の交付を受けるこ

とが可能となったことなどが挙げられます。今後

は、さきにも述べましたが、本年度中に新むつ市

行政改革大綱を策定することとしており、これか

らの方向性をお示しできるものと思いますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

ご質問の第３点目、住民サービスの向上を図る

ための総合窓口制度の導入を即実施する考えはな

いかとのお尋ねでありますが、旧むつ市において

は、総合窓口制度に近い運用がされておりました

が、前々回の行政改革大綱の中で分散窓口が検討

され、現在の一部分散窓口制度になった経緯があ

。 、 、ります 理由として 要件が複数にまたがる場合

待ち時間が長くなる傾向があり、自分の申請した

ものが本当に処理されているのか不安に駆られる

住民の方もあり、また要件によっては、遅く来た

人が先に処理を終えて帰ることへの市民のいら立

ち、別の要件があっても他に動けないなどの問題

点がありました。さらに、庁舎の狭隘も一層拍車

をかける要因でありました。

分散窓口の長所としては、現在の狭い庁舎では

要件のある部署へ直接行く方が短時間でその用務

を終えることができ、次の相談などへもスムーズ

に移行できるようであります。また、体が不自由

な方々は、担当課へ足を運ぶよりも直接市民相談

室に担当者を呼んで対応することができるという

方法をとっております。それぞれ長所及び短所は

、 。あると思いますが ご理解を賜りたいと存じます

ご質問の第４点、幅広く市民から意見やアイデ

アを寄せてもらい、市政に反映していくために、

埼玉県伊奈町で実施しているはがきによる手法を

実施する考えはないかとのお尋ねでありますが、

現在市では市政に対する意見や要望等を行政全般

に反映させるため、昭和46年に市政モニターを導

。 、 、入しております これは 市の施策に関する批判

意見、要望などを聞き、市政運営に役立てようと

、 、するもので 年齢20歳以上の市民の中から募集し

その定数は25人以内、委嘱期間は１年としており

ます。この市政モニターは、市からのアンケート

等に対して回答するほか、随時通信により自発的

な意見を述べることができ、市の招集する市政モ

ニター会議に出席して意見を述べることができま

す。この市政モニターから提出された回答や意見

などは、私がその報告を受け、必要に応じ市政に

反映させているところであります。また、市政の

円滑な運営を図るため、嘱託区からの推薦により

行政連絡員を各地域に配置し、行政にかかわる事

務連絡、嘱託区内の調査や報告などの任務を担っ

ていただいております。このほかにも電子メール

による意見や要望、町内会単位での要望等につい

ても市政に反映させるべく意を用いているところ

であります。議員が提案されておりますはがきに

より市民の意見やアイデアを市政に反映していく

方法についても一つの手法であり、県なども実施

しているようでありますので、今後の検討課題と

させていただきます。

次に、市道、私道の整備についてのご質問にお

答えいたします。ご質問の１点目、市道の要改良

整備路線についてのご質問でございますが、まず

整備の進捗状況から申し上げますと、合併後の市

道の全路線数は1,059路線ございまして、延長約

460キロメートルとなっております。このうち舗

装延長は約292キロメートルで、舗装率は63.5％

となっております。ご質問の要改良整備路線及び

箇所につきましては、現在各地区の整備計画を策
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定中でございますので、策定後緊急度の高い路線

から随時整備を進めてまいりたいと存じます。い

ずれにいたしましても、今後の道路整備計画につ

、 、きましては 厳しい財政状況の中ではありますが

可能な限り整備を進めてまいる所存でありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、大畑線廃止跡地にかかわる市道の要改良

整備路線についてのお尋ねでありますが、旧大畑

、 、線にかかる市道の踏切箇所数は むつ地区８カ所

大畑地区６カ所となっております。このうち廃線

に伴い踏切箇所の改善をした箇所数は、むつ地区

で８カ所、大畑地区で１カ所となっております。

議員ご質問の市道にかかる踏切部分は、狭隘、急

勾配等により通行に支障を来している箇所がある

ことは承知いたしておりますので、今後も財政状

況を見きわめながら、解消を図ってまいりたいと

、 。考えておりますので ご理解賜りたいと存じます

次に、ご質問の２点目、市道及び私道の整備に

ついてのご質問でありますが、初めに私道の市道

。 、 、認定についてであります 私道の場合 認定する

しないにかかわらず、一定の要件が整えば市に寄

附採納していただくことを条件に、その後の維持

管理等を市が行うという手法を定めた公衆用道路

用地の寄附による取得及び市道路線認定基準要綱

を策定いたしております。この要綱は、昭和57年

に策定したもので、本来私道は市が管理するべき

ものではありませんが、それまで私道の整備につ

いて町内会から数多くの要望が寄せられており、

その実情及び必要性を考慮し、策定したものであ

ります。しかし、この要綱は前段でも述べました

とおり、一定の要件がございますので、すべての

私道が採択されるものではないことをご理解賜り

たいと存じます。

次は、旧大畑町の学校給食事業についてであり

ますが、旧大畑町教育振興会が設置されました経

緯につきましては、ただいま議員がお話しの内容

であると聞き及んでおります。また、当時の労使

の確認内容や議会で承認された内容等についても

。 、おおよそは伺っております そのような経緯から

これまで学校給食事業を支えてきていただきまし

た旧大畑町教育振興会の設立の趣旨を踏まえ、そ

の経緯は尊重されていくべきものと受けとめてい

るところであります。

しかしながら、議員もご承知のように、当該財

団を取り巻く環境は、当時に比べて大きく変わっ

ているところでございます。同財団が業務委託を

受けていた大畑町は、合併してむつ市となりまし

た。平成15年９月には地方自治法が改正になり、

公の施設の管理運営を民間会社にゆだねることも

可能になっているところであります。そのため同

、 、会には 今後これまでの実績に安住することなく

財団法人として競争にたえ得る力を備えるため

に、さらなる組織の強化、信用力、安全性の向上

等に努めるとともに、業務展開の面においても一

地域に限定することなく、広域的な感覚で業務展

開を図っていくことによって、優位性を築いてい

くことが求められているところであります。いず

れにしても、私どもといたしましては、同財団が

これまで以上に競争原理が働く中においても十分

競争力を確保し、確固たる立場を築いていけるよ

う可能な限りアドバイスを行ってまいる所存であ

りますので、ご了承願います。

〇議長（宮下順一郎） 51番。

〇51番（目時睦男） ただいま答弁をいただいたわ

けでありますが、１市２町１村が合併した今日、

行政としての私は最大の課題は市民全員が合併し

てよかった、住んでよかったという実感を持てる

、 。行政運営にあろうと このように思っております

、 、その中では 行政に携わっている市長初め理事者

、 、職員 そして私ども議員が市民が主人公であると

このようなことを基本姿勢として堅持し、努力し

ていくことが大事であろうと、このように思って
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いるわけであります。確かにそれぞれの地域や文

化、伝統、教育、生活環境、歴史が異なる市町村

が一つになったわけでありますから、難しい課題

ではありますが、むつ市への編入合併であるとは

いえ、公正、公平、均衡ある行政運営確立が必要

との思いから、再度質問をいたします。

行政運営に迅速性、判断性を持たせ、地域の諸

問題に当たるために分庁舎所長に一定の決裁権、

先ほどの答弁で決裁権があるというようなことで

答弁がありましたが、私の調査の中では分庁舎所

長の決裁欄がないと、このようなことも聞いてお

ります。そういう面では、組織機構の中に市民と

直接身近に日常接するのがそれぞれの旧むつ市以

外の市民については分庁舎であります。そういう

意味からも、その長であります分庁舎所長に名実

ともに決裁権を付与してやる、このようなことを

再度お聞きをしたいし、その具体的な内容につい

てお聞きしたいと思います。

それと、もう一つは、先ほどの午前中の答弁で

、 、もありましたが 一定の工事等も含めた物品購入

役務費等の場合にも負担行為の権限を分庁舎所長

に与える、このようなことを既に実施をしている

というようなことでの午前中の発言であります

、 。が これもきちっとしていただきたいと思います

私も議員の前には41年間国家公務員として業務に

携わってきました。その経過の中で旧営林署が森

林管理署に再編をされた、そういう状況の中で、

むつ市への森林管理署統合という状況の中で、旧

営林署の署長に事務所の所長に権限、権能を与え

て、関連する業務について地元の方々に負担をか

けない、このようなことで、公印等についても所

長のところに森林管理署長の公印を置くと、こう

いう複数の公印配置もしながら、その内容につい

て地元に影響のないという、こういう状況を体し

て対処してきたという経験からいっても、このこ

とについてはより重要な案件だろうと思っており

ますから、具体的な内容を再度お聞かせを願いた

いと思います。

二つ目は、きょうの議会から各分庁舎所長が理

事者の席に着席をしておりますから、一安心しま

した。というのは、３月の臨時会、きのうまでの

議会の中には分庁舎所長が理事者席にいない。私

は、先ほど言ったような質問の原点からいって、

それぞれの議会の内容についても分庁舎所長が承

知をしている、このような状況をぜひともつくっ

ていただくために、理事者の席に座っていただく

というようなことを要請したかったわけでありま

すが、市長については私が質問する前に配慮をし

たと思いますが、以降の議会には分庁舎所長を理

事者の席に着かせるようお願いしたいし、その考

え方についてお聞きをしたいと思います。

それと、１市２町１村の合併で広域的な状況に

なったわけでありますが、先ほどの質問の中でも

前任者の質問の中にもありましたが、市長は多忙

ではあると思いますが、月１回や２回、各分庁舎

を巡回して、ひざを交えた職員との対話という部

分に、ここ合併間もない状況の中ではいましばら

く続ける必要があるだろうと、私はこのように認

識をしておりますが、その点についてどのように

お考えか、お聞かせを願いたいと思います。

総合窓口制度の問題については、市民相談室な

り市民モニター、行政連絡員、このようなことで

ご回答あったわけでありますが、一番大事なのは

先ほども質問しました市民が主人公なのだと、こ

ういうことを行政組織の中でつくり出していく、

それにやはり目配り、心配り、こういうことで、

ああ、役所に気楽に行ける、このような状況をつ

くり出す気風が大事だと、私はそう思います。そ

ういう面で、モニターや相談室、行政連絡員につ

いては否定はしません。こういうような部分で今

の私が言ったようなことを含めて、今後再度検討

をお願いしたいと思います。
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はがきで市民の声を市政に反映していく部分に

ついては、検討課題でありますから、ぜひともそ

の方向での検討をお願いしたいと思います。

市道の整備でありますが、道路は人間の体に例

えれば血管機能と同じであって、日常生活を営む

うえでは必要不可欠なものであります。車社会と

言われる今日、その必要性はより以上求められて

いる実態からも、生活環境整備の柱として位置づ

けなければなりません。特に災害時や緊急管理な

どの事態のことを考えた場合、重要な課題として

位置づけをして対処していかなければならない

と、このように思うわけであります。

そこで、具体的実態について申し上げながら、

その解決策についてお伺いいたしますが、市道中

島９号線、旧大畑営林署の旧森林軌道敷を環境変

化に伴って町道として取得をし、整備促進を図っ

てきた路線でありますが、旧大畑線と交差をして

いる箇所にガードが設置されており、主に乗用車

等の小型車しか通行できず、救急車、消防車など

の緊急車両が通行できないことから、付近の住民

が不安や不便を感じている状況にあります。早急

に対処のための改良整備が必要と思われますが、

改善計画があるのか否か、この点についてお伺い

をしたいと思います。

私道の整備の部分については、先ほど答弁があ

ったわけでありますが、私道の整備については、

市道に認定することが最も望ましいことではあり

ますが、しかし経費の問題、用地の問題も絡めま

して、私道全部を市道に認定することが至難であ

るとすれば、次善の策として一定の基準を設け、

その基準に達している私道については砂利敷や防

じん処理などに市費を投じることについてはいか

がお考えか、再度お伺いをしたいと思います。

最後に、旧大畑町の学校給食などの運営であり

ますが、このことについては合併時の事務引き継

ぎ事項のその他懸案事項として財団法人大畑町教

育振興会の職員の身分保障について新市に引き継

いでいると聞き及んでおるわけでありますが、こ

の件について今後どのように対処をし、身分保障

をしていくお考えをお持ちになっているのかお伺

いをいたします。よろしくお願いいたします。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

（ ） 、〇市長 杉山 肅 分庁舎所長の権限については

基本的には合併協議会においてかなり論議されて

おりまして、それまで町村長がいたわけでありま

すから、それに近い、町村長に近い権限を持たせ

るような仕組みにいたしておりますが、地方自治

法の中には支所を設けることができるとございま

す。支所の場合ですと、これまた庶務担当のセク

ションを置かなければならず、その部分はそれぞ

れの分庁舎におります職員の中でそれぞれの課の

庶務的な仕事をするということで、庶務的な仕事

をするセクションはなくてもいいだろうというこ

とで分庁舎という名称にしております。権限につ

いては、非常に大きなものになっているというこ

とをご理解をいただきたいと思います。

ただ、先ほど合議をするという言い方を１回目

でお答えしておりますが、これは即決できるよう

な問題ではない場合、当然本庁舎においても協議

をして、部長も決裁ができないような問題、部長

から助役、長と上がってくるような問題について

は、これは分庁舎においても同じような扱いをし

てもらわなければならないということであります

ので、そういうもの以外は即決あるいはその場で

判断できるような権限を持たせているということ

をお含みおき願いたいと思います。

また、市長は分庁舎を巡回しろということをお

っしゃっていただきましたが、できるだけそのよ

うにしたいと思いますが、職員同士が行ったり来

たりしているというケースが随分ございますの

で、それぞれの限られた分野においては一時交流

があるというご理解もあわせてお願いしたいと思
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います。

職員の気持ちが市民が主人公であるというふう

になっていなければならぬではないかと。合併し

たから、そういう気持ちがなくなったとか、合併

する以前に、全部が市民が主人公だと思っていた

のかということについては、それぞれのケースで

ございますので、これについてはご発言の趣旨を

生かすような努力を日々やっていかなければなら

ないだろうと、訓練もしなければなりませんし、

習慣に変わるようにしていかなければならないと

考えております。

次に、市道中島９号線上に建設された旧国鉄時

代の鉄道工作物、いわゆるガードでありますが、

これは下北交通大畑線が廃止となった現在、議員

ご指摘のとおり、その構造上、地域の救急及び緊

急時等の事態発生時には車両の通行制限を受ける

ため、その業務に支障を来しているのは事実でご

ざいます。現在旧下北交通大畑線の線路敷跡地に

つきましては、下北交通株式会社から民間会社に

譲渡されているため、市といたしましては、その

対策も含めまして、地域の安定した道路交通網を

確保すべく検討を進めているところでありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

先日私もここを２回通りました。かなりベテラ

ンの運転手でも気をつけて走らなければならない

箇所でございますので、気にかけておるところで

あるということも申し添えたいと思います。

市道認定のできない私道の整備でありますけれ

ども、道路整備は市民生活に密着した重要な施策

でありますことから、市道、私道ともに整備の必

要性を認めたものについては、それぞれできるだ

け整備をしていくのが私どもの本務でございま

す。１点目のご質問でもお答えいたしましたが、

市道の整備がまだまだの状況の中で利用度、緊急

度を勘案した場合、市道整備が優先されなければ

ならないと考えておるところでございます。しか

し、私道も市民にとりましては、ごく身近な重要

な道路でありますので、冬期間の除雪、春先の砂

利敷等は実施をいたしております。さらに、生活

環境の向上を図るために、市では平成４年にむつ

市私道整備補助金交付要綱というものをつくりま

した。町内会等が行う私道の整備に要する経費に

ついては、補助金を交付して自らの力で整備して

いただくという方法を採用しておりますので、こ

の制度の周知を図り、ご利用をいただきたいと思

っております。

旧大畑町教育振興会とのかかわりで、当時の労

使が交わしました確認書につきましては、財団の

理事会が判断すべき事柄であると考えますので、

この場での言及は差し控えたいと思います。

組合に対して確認書の破棄を通知したのかとい

うことにつきましては、当方からそのような行為

はいたしておりません。確認書の効力につきまし

ては、法規担当者に精査させております。なお、

重ねて申し上げますが、同財団が新たな体制の中

でどうしたら仕事を受託できるかということが今

後最も重要な同財団の課題になっていると認識い

たしております。目時議員は、このたび議会側よ

り選ばれて引き続き同財団理事に就任されました

ので、同財団の組織力、経営力強化のため一層の

お力添えをお願いしておきたいと思います。

〇議長（宮下順一郎） 51番。

〇51番（目時睦男） もう時間が差し迫っておりま

すから、簡潔に質問をしたいと思います。

行政運営のことについては、午前中の質問の中

でもあったわけでありますが、川内、大畑につい

ては往復で約１時間でありますが、脇野沢につい

ては、市長も午前中に答弁しているように、もう

１日がかりだと。こういう面では、私は分庁舎所

長に対する権限を、権能を十分に与えることによ

って、職員が本庁までしょっちゅう往復しなけれ

ばならない、合議とはいいながらも、そういう点
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で物理的にこの広範囲な地域でありますから、そ

ういう点について、現在の権限、権能の部分につ

いてもお聞きはいたしましたが、再度そういう実

態も加味しながら対応できるような検討をさらに

推し進めていただきたいと思っております。

市道の整備の部分については、とりわけ中島９

号線の問題については、その必要性については先

ほどの答弁の中で理解をしておりますので、長く

は申しませんが、ぜひとも地権者との交渉を早急

に行いながら、改良に早期に着手をしていただけ

るような状況をつくり出していただきたいという

ことでご要望しておきたいと思います。

私道の整備のことについては、旧大畑町の取り

扱いと、今市長が答弁した内容については承知を

しておりませんでしたから、市民全体にも周知を

するということでの答弁でありますから、周知方

よろしくお願いしたいと思います。

旧学校給食問題の部分については、理解をいた

しますので、私は当時の労使の確認、議会への承

認された内容については、私持っているわけであ

りますが、一方からの破棄通告がない中で移行し

ているというような状況からは、その確認なり、

議会で承認されている部分については現在も存続

をしていると、このように理解をしておりますの

、 、で 以上質問を終わっていきたいと思いますので

先ほどの部分について、再度のご答弁をお願いい

たします。

〇議長（宮下順一郎） 市長。

〇市長（杉山 肅） 市内部規定あるいは条例等に

よりまして、それぞれの役職についてはそれぞれ

定められておりますので、その権限を超えた範囲

で決める場合には議会のご同意をいただかなけれ

ばならないということになりますので、現在のと

ころ分庁舎所長は、仕事面では次長級の決裁権を

預けてあるということでありますし、次長級の権

限でも即日決裁しなければならないような問題が

多いというわけでは決してございませんで、必ず

合議を経て進めていくということが多いわけでご

ざいますから、そのようなことで、即日決裁する

範囲のものについて、急ぐものについては地域イ

ントラネットというものを整備いたしまして、こ

れは文書のやりとりが交通機関を使わないで光フ

ァイバーでできるわけでございますので、そのよ

うなものも活用しながら、迅速な解決が図られる

ような方式を重く用いていきたいと、そう考えて

おります。

〇議長（宮下順一郎） これで、目時睦男議員の質

問を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（宮下順一郎） 以上で本日の日程は全部終

わりました。

なお、明７月１日は横垣成年議員、工孝夫議

員、慶長德造議員、鎌田ちよ子議員、濵田栄子議

員の一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時５４分 散会
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